Estivation grounds of the sand lance Ammodytes japonicus (Ammoditidae) in the Mihara Strait, mid-western Seto Inland Sea, Japan by Sakai, Yoichi et al.
1 広島大学大学院生物圏科学研究科；Graduate School of Biosphere Science, Hiroshima University
2 広島大学生物生産学部；Faculty of Applied Biological Science, Hiroshima University
3 広島大学環境安全センター；Environmental Research and Management Center, Hiroshima University









坂井陽一 1・遠藤　梓 1・岩崎菜美 2・冨山　毅 1・柴田淳也 3・山口修平 2・中口和光 2
Estivation grounds of the sand lance Ammodytes japonicus (Ammoditidae) in the Mihara Strait,  
mid-western Seto Inland Sea, Japan
Yoichi SAKAI1, Azusa ENDO1, Nami IWASAKI2, Takashi TOMIYAMA1, Junya SHIBATA3,  
Shuhei YAMAGUCHI2 and Kazumitsu NAKAGUCHI2
要旨：瀬戸内海西部水域は過去に大規模な海砂利採取が為され，潜砂習性を持ち砂中で夏眠するイカナゴ資源の減
少が明白な状況にあることから，イカナゴの生息底質の環境悪化が懸念されている。そこで，イカナゴの主要生息
地の 1 つであった安芸灘三原瀬戸において，2014 年と 2015 年の夏期にドレッジ調査を実施し，イカナゴの生息状
況と底質性状を分析した。夏眠イカナゴは竹原沖から大三島南部の三原瀬戸西部エリア（3 地点）と三原湾細島周





Abstract: The sand lance Ammodytes japonicus in the Seto Inland Sea is known to estivate in fine sandy grounds when 
water temperatures reach above 19ºC, usually from late June to early December. Catches of the sand lance have decreased 
drastically since the mid-1980s, coinciding with large-scale quarrying for bottom sands, which strongly suggests that sand 
lance populations have been seriously impacted as a result of deterioration and disturbances to sandy-bottom habitats. 
Mihara Strait was once a major fishing ground for sand lance and has also suffered from quarrying. To evaluate the 
present condition of the sandy areas of Mihara Strait as potential estivation grounds of the sand lance, we sampled 
sediments at 11 survey points, using a square-shaped dredge towed by the training vessel Toyoshio-maru of Hiroshima 
University, in 2014 and 2015. We then analyzed the physical characteristics of the sediment samples. Sand lance 
individuals were observed in the sediments collected from five survey points: three on the western side and two on the 
eastern side of the strait. Sediments at these five survey points comprised sandy elements of 0.25–4.0 mm diameter, which 
constituted over 80% of the weight ratio of the sediment samples. Sediments from the other survey points included pebble 
elements and had significantly lower weight ratios of sandy elements, suggesting the unsuitability of the substrate at those 
points for burrowing by the sand lance. Thus, it is suggested that sandy grounds for estivation of the sand lance are 
geographically limited in Mihara Strait at present, a situation that may restrict population recovery of this species in these 
waters.
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になる 6 月後半頃から 12 月前半頃までの約 5 か月間
が夏眠期にあたる（反田，1998）。夏眠には潮通しの
良い砂底質が利用され，伊勢湾や瀬戸内海東部では粒




































































（St-1 から St-11 まで；Fig. 1）。
　底質採集は，広島大学練習船豊潮丸の箱型ドレッジ
（開口部 50cm×20cm，袋長 100cm，内袋目合 5mm；
離合社製 5121-B）を用い，2014 年 7 月 17-18 日と
2015 年 7 月 2-3 日の 2 期間，上述の 11 定点において
実施した。調査は日中 8:30-16:30 に実施し，いずれ
の調査時も天候は晴れ及び曇りであった。調査時の気
温 は 2014 年 が 23.9 ℃ -28.1 ℃，2015 年 は 21.9 ℃
-25.0℃であった。2014 年調査時の水温は，表層
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21.9℃ -22.9℃，低層 21.5℃ -22.5℃［CTD（シーバー
ド社 SBE9/11plus）による水底 0m-5m 上方水塊測定




果参照）。塩分濃度は 2014 年が表層 32.2psu-32.5psu，
低 層 32.3psu-32.6psu で あ っ た。2015 年 が 表 層
31.9psu-32.6psu（CTD 低層データなし）と両年で同














（Table 1）。本研究では 2 回の調査データの類似性や
相違性から，底質環境の均質性についての評価を試み












考に，粒径 0.063mm 未満をシルト，それ以上 0.25mm
未満を細砂，それ以上 1.00mm 未満を中砂，それ以上






産 庁，2008；JIS A 1204，2009）， 各 底 質 に つ き
88g-159g ずつ 3 回の分析作業を行い，各画分の重量









（Inman，1952； 角，1967； 上 杉，1971； 水 産 庁，























（Endo et al., 2019）。底質をプラスチック水槽（26㎝











Table 1． 瀬戸内海三原瀬戸ドレッジ調査地点におけるイカナゴ採捕数と底質特性。ND: 大きな礫が大部分を占めたため
































35 2 0.43 ( 1.22) 1.18 81.8 32.5 14.2 0.77




31 2 0.82 ( 0.29) 1.15 95.3 60.2 12.5 2.01




38 0 4.56 (-2.19) 2.36 37.4 9.3 4.7 3.03




20 0 4.47 (-2.16) 0.59 41.2 4.0 ND ND




19 1 2.25 (-1.17) 0.81 85.0 41.8 8.6 1.27




28 0 5.06 (-2.34) 1.10 39.7 14.3 33.6 2.59




13 0 0.46 ( 1.12) 1.45 84.7 26.6 20.3 1.60




38 0 2.87 (-1.52) 2.28 52.8 18.3 10.4 2.85




22 0 3.02 (-1.60) 2.00 59.7 14.4 25.8 2.37




35 0 2.11 (-1.08) 0.96 82.3 47.3 5.7 1.39




21 1 0.97 ( 0.04) 1.79 80.1 30.9 22.7 1.64
2015 34-13.999 132-57.110 19 0 1.76 (-0.82) 1.21 89.6 44.9 16.9 1.23
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中砂および粗砂；粒径 0.06mm-2.0mm）を中央粒径と
する底質が 2014 年と 2015 年の 2 回の調査ともに確
認されたのは，St-1，St-2，St-7，St-11 の 4 地点のみ
であった（Table 1）。このうち St-1 は過去の海砂利採
取区域内にあり，St-2 は海砂利採取区域に近接した位
置にあった。また，St-5 と St-10 の 2 地点については，
細礫と粗砂の混じったやや粗めの砂底質が 2 回の調
査ともに確認された（Table 1）。これらの 6 地点の底












る底質が 2 回の調査ともに確認されたのは，St-4 と
St-8 の 2 地点であった。須波ノ洲と呼ばれる砂堆が海







央部から東部に位置する 4 地点（上記 2 地点に加え
て St-3，6）でのべ 5 回記録された（Fig. 1，Table 1）。
































　竹原沖の St-1 と St-2，三原湾細島周辺の St-5 と
St-6，大崎上島と大三島の海峡部にある横島南沖の
St-11 の合計 5 地点の採集底質中からイカナゴが出現
した（Fig. 1，Table 1）。いずれの地点でも成魚サイ
ズ の 個 体（ 標 準 体 長： 中 央 値 78.6mm， レ ン ジ
71.9mm-83.3mm，n = 5）が 1 尾あるいは 2 尾採捕さ











イカナゴ採捕地点の底質における粒径 0.25mm - 4.0 
Fig. 4　 三原瀬戸周辺水域における底質の粒度組成。円グラフの青色はイカナゴ潜砂生息に適していると報告のあ
る粒径 0.25mm – 4.0 mmの砂粒子の重量割合（好適砂含有率 ; Table 1）。黄色はより粗い粒径 4.0mm以上
の礫成分，緑色はより細かい粒径 0.25mm未満の細砂成分およびシルト成分の重量割合を示す。斜線範囲
は過去の海砂利採集区域を示す。
Table 2． 瀬戸内海安芸灘三原瀬戸における夏眠イカナゴ採捕地点（St-1, 2, 5, 6, 11）と非採捕地点（St-3, 4, 7, 8, 9, 10）
の底質性状比較（データソースは Table 1）。イカナゴ採捕 5地点のデータは，イカナゴが採捕された年度のデー
タのみ（非採捕年度データは除く）。イカナゴ非採捕 6地点については，のべ 12回の調査データを集計した。
イカナゴ採捕
あり なし t 値 P
中央粒径
（㎜）  1.2 ± 0.7 (5)  3.1 ± 2.7 (12) -1.5  0.1
(Md φ )  -0.07 ± 0.93 (5)  0.49 ± 3.12 (12) -0.4  0.7
淘汰度 （φ）  1.2 ± 0.4 (5)  1.6 ± 0.7 (11) -1.2  0.3
好適砂含有率 （％）  85.1 ± 6.0 (5)  55.3 ± 27.3 (12) 2.4  0.03
最適砂含有率 （％）  44.4 ± 13.6 (5)  17.9 ± 13.6 (12) 3.7  0.002
貝殻含有率 （％）  18.8 ± 10.9 (5)  12.8 ± 7.1 (10) 1.3  0.2
せん断強度 （kN/m2）  1.4 ± 0.5 (5)  2.0 ± 0.9 (10) -1.5  0.1
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mm の砂成分の重量割合である好適砂含有率はいずれ
も 80％を越える値を示し，イカナゴ非採捕 6 地点よ
り有意に高かった（Table 2）。また，特に選好性があ







から除くと，中央粒径（3.7 ± 2.6 mm，n = 10）とせ
ん断強度（2.2 ± 0.8 kN/m2，n = 8）に有意差がみと
められた（中央粒径：t = -2.2，df = 18，P = 0.046；





























































































































個体数は 1 地点あたり 2 個体以下であったことから
（Table 1），いずれの調査地点においてもイカナゴが
高密度で生息しているとは考えにくい。広島県による
三原瀬戸西部 7 定点（Fig. 1）における夏眠イカナゴ
調査では， 1998 年および 1999 年の実施時は全調査地
点で数十個体のイカナゴがドレッジにより採集されて
いた。しかし，2005 年と 2015 年の調査ではイカナゴ





































総合センター 反田 實氏，五利江 重昭氏，西川哲也氏
には専門的見地にもとづく貴重なご助言を賜った。校
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